
 

2019 年 11 月 8 日 

CASE 関連技術の強化に向けた研究会の開催について 

 

経済産業省は、CASE※関係の自動車技術の強化に向けて、有識者、自動車会社、サプライ

ヤなどからなる「CASE 技術戦略プラットフォーム」を開催します。１００年に１度と言われる自動

車産業の大きな変化に対し、官民で取組を強化すべき技術分野について議論します。 

※コネクテッド、自動走行、シェアリング＆サービス、電動化 
 

1．CASE 技術戦略プラットフォームについて 

本年４月に開催された「自動車新時代戦略会議」では、CASE という１００年に１度と言われる大

きな変化を乗り越えるため、地域におけるモビリティサービスの普及やエネルギーシステムとの連

携などのモビリティ社会の将来像を掲げるとともに、その基盤として、自動車会社とサプライヤとが

次世代技術の動向や対応戦略を共有し、協調領域を拡大するなどにより、対応力を高めていく方

向性が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （第３回自動車新時代戦略会議資料１抜粋・一部改変） 

これを踏まえ、本日（１１月８日）、有識者、自動車会社、サプライヤなどからなる「CASE 技術戦

略プラットフォーム」開催します。官民や民民の連携により、技術力を高めるべき重要技術分野に

ついて、議論を進めていきます。 

 

2．今後のスケジュール 

2020 年２～３月頃 第２回（予定） 

 

3．議事等の取扱い 

資料・議論内容等は非公表とさせていただきます。 

（お問合せ先） 

 製造産業局自動車課参事官 吉村 直泰 

     担当者： 西野、佐藤（吉）  

  電話：03-3501-1511(内線 3831) 

03-3501-1665（直通） 


